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小田原市エネルギー計画推進会議について 

１ 目的・背景 

  エネルギー計画で掲げる目指すべき将来像である「エネルギーを地域で自給する持続

可能なまち」を達成し、2022 年度までの目標達成に向け、市役所の率先行動のほか、家

庭部門、業務部門及び産業部門における再生可能エネルギーの利用及び省エネルギー化

を促進している。

エネルギー計画推進会議は、平成 27 年度に３回開催され、エネルギー計画で示すリ

ーディングプロジェクトを効果的に進めるために、取組の実行に向けたアイデアや方針

について、市民、事業者などさまざまな立場から意見や提案を行い、小田原市エネルギ

ー計画アクションプランの検討を行った。

今年度以降も、引き続きエネルギー計画推進会議を開催し、アクションプランの確実

な推進のため、進捗状況の把握を踏まえて改善策の検討を行う。

２ 役割 

（１） アクションプランの進捗状況を把握し、個別プロジェクトに係る情報を共有する

（２） プロジェクトを効果的に推進するため、必要なアドバイス等を行う

３ 構成員 

 小田原市エネルギー計画検討会の構成員を中心に８名

（１） エネルギー関連分野の知見を有する者

（２） 商工会議所エネルギー・環境特別委員会

（３） エネルギーに関わる事業者

（４） 市民代表

 区分 氏名 所属 

１ 学識経験者 西山 敏樹 東京都市大学 准教授 

２ 小田原箱根商工会議所 原  正樹 
エネルギー・環境特別委員会 委員長 
（小田原瓦斯（株）取締役社長）

３ コミュニティ放送 鈴木 伸幸 ＦＭ小田原（株） 代表取締役 

４ 市内事業者 温田 敏之 （株）GS ユアサ小田原事業所所長 

５ エネルギー供給事業者
古川 剛士 （株）古川 代表取締役社長 

鈴木 大介 ほうとくエネルギー（株） 取締役 

６
市民代表 

神戸 さえ スマートシティプロジェクト 

７ 福田 ひろみ NPO 法人チルドリン 
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４ 今後の予定と検討内容 

 日 程 内 容 

第１回 ２月 16 日（木） 

16：00～17:30 

 アクションプラン進捗報告 

 プロジェクト推進への意見 

第２回 ７月予定  アクションプラン進捗状況の報告 

 プロジェクト推進への意見 

第３回 平成 30 年１月予定  アクションプラン進捗状況の報告 

 プロジェクト推進への意見 


